
公共事業に係る効果等について

（農林⽔産部農地整備課）
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県営かんがい排水事業
佐賀東部地区

（様式４）
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１－１．事業概要

◆ 事 業 名：県営かんがい排水事業
◆ 地 区 名：佐賀東部地区
◆ 工 期：昭和５２年度 ～ 平成２４年度
◆ 事 業 費：１４，３７８百万円
◆ 負担割合：国50%,県25%,地元(市町・農家)25%
◆ 事業内容：用水路工 Ｌ＝２０，７２７ｍ

用排水路工 Ｌ＝２３，８１５ｍ
揚水機場 Ｎ＝１箇所
排水樋門 Ｎ＝５箇所
水管理施設 一式

◆ 受益面積：５，７４８ｈａ
◆ 関係市町：
佐賀市、神埼市、
吉野ヶ里町、上峰町、
みやき町
(福岡県)久留米市、

大川市

位置図

 国営筑後川下流⼟地改良事業 関連事業    
幹線的な農業⽤⽤排⽔路等 県営圃場整備事業等 ⼀体的 整備
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１－２．事業の概要（国営筑後川下流⼟地改良事業）

◆ 事 業 名：国営筑後川下流土地改良事業
◆ 工 期：昭和５１年度 ～ 平成３０年度
◆ 事業内容：揚水機場 Ｎ＝３箇所

導水路 Ｌ＝ ２３．９ｋｍ
幹線水路 Ｌ＝２０８．５ｋｍ

筑後大堰

県営かんがい
排⽔事業

佐賀東部地区

佐賀揚⽔機場

※図 写真  筑後川下流事業       引⽤



２－１．事業の目的①
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◇ ⽤⽔量 不安定 ⽔管理 
多  労⼒ 技術 必要

◇ 農地面積に対して、
地区内 河川流域 狭  
⾃流量 乏     
渇⽔時  ⽤⽔ 不⾜

 大型機械の導入が困難、
農作業 効率 悪 営農 ⽀障

 農地の排⽔条件が悪く、
畑作物の導入が困難

本地域における農業⽤⽔は

◆ 平野部では有明海の干満差を
利⽤  淡⽔(アオ)取⽔に依存

◆ 中山間部では地区内の
小河川等に依存

クリークが縦横無尽に走り、
農地 不規則 状態 散在

⽤⽔の確保のため、
かんがい期にはクリークは満⽔状態

事業実施前の状況と課題



国営筑後川下流⼟地改良事業   本事業 実施     
◆淡⽔取⽔ 筑後大堰  合⼝   幹線     整理統合   
⽤排⽔系統を再編成し、筑後川等を⽔源とした⽤⽔の安定供給

 場整備事業等 区画整理 ⼀体的 実施     
◆大型機械 導入   農作業効率 向上
◆農地の排⽔条件の改善

これら営農条件の改善により、担い手への農地集積や多様な作物を導入

上記の実施をもって農業経営の安定を図る。

２－２．事業の目的②

事業の目的
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３．事業内容
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用水施設の整備 用排水施設の整備

水管理施設 整備
県営⽤排⽔路（浮島線）東脊振揚⽔機場

⽔管理施設

⽔位計

排⽔樋門



４－１．事業実施後の状況①

事業実施地区の俯瞰



４－２ 事業実施後の状況② 農業用水 流 （    ）
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⽤⽔ポンプ 給⽔栓

水田への農業用水の供給（ほ場整備事業）

佐賀東部導⽔路

小河川からの取⽔

佐賀
揚水機場

筑後大堰

排水機場

揚水機場（加圧）

⽤⽔ポンプ
給⽔栓

国
営
・
県
営

か
ん
排
事
業
水
路



４ー３．事業実施後の状況③
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    網 整理統合用排水系統の再編

事業実施前 事業実施後

用水の安定供給

⽔田への給⽔状況
（R1.6月）分⽔⼯  ⽤⽔路  ⽤⽔供給状況

淡⽔取⽔や中小河川を⽔源とする地帯に、⽤⽔を安定供給



４－４．事業実施後の状況④
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区画整理 実施   農地集積 大型機械 導入圃場整備事業等との一体的な整備

※⼀部図 写真  筑後川下流事業       引⽤

排水条件の改善      管理⽔位 低下 可能        
 空 容量 確保   湛⽔被害 軽減
・暗渠排⽔の実施による農地の乾田化（汎⽤化）

事業実施前 事業実施後

事業実施前 事業実施後

暗渠排水



４－５．事業実施後の状況⑤

作 付 状 況

タマネギアスパラガス

キャベツ
※⼀部写真はイメージ小 ⻨

⽔稲以外の畑作物の導入



５．事業効果
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その他の効果

畑作物の生産拡大
◆ 農業⽤⽔の安定供給や営農条件の向上により、

アスパラガスなどの高収益作物が導入された。
   大⾖ ⻨   生産量 増加   

労働時間の節減
◆ 区画整理実施 農地 集積 図       

効率的 機械利⽤ 可能    労働時間 
節減が図られた。

湛⽔被害の防止
◆     網 再編   管理⽔位 引 下  

ことが可能となり、大雨時の湛⽔被害が大幅に
減少した。

事 業 効 果

総合学習の場の提供
◆整備されたクリークや農地では、周辺の小学校において、地域の歴史を学ぶ
総合学習 場 活⽤   農業⽔利施設 有  多面的機能 理解向上
 役⽴    
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６．県⺠ 声
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⽤⽔に関する効果
◆田植 時期 雨 降      田植  10日
間程度遅      事業実施後 代掻き、
田植えが遅れることがなくなった。〔農家A〕
排⽔に関する効果

◆事業前 大雨 降  数日間程度 湛⽔  
    ⽔路 整備   貯留機能 排⽔機能 
     近年  湛水被害も非常に少なくなった。

〔農家B〕
◆安定的に⽤⽔が確保できるため、かんがい期でも
クリークの⽔位を下げることが可能となり、⽔田の
乾田化（汎⽤化）が図られ、多様な作物の
作付けが可能となった。〔法人C〕
営農時間 節減    ⼥性 参入       
また６次産業化の取組 ⾏     〔法人C〕

県 ⺠ の 声

⼥性 活躍 ６次化への取組

法⼈C 取組事例
H29年度
（キャベツ、玉ねぎ、白菜、高菜 5ha・11％）

米, 
12.1ha, 

28%

大⾖, 
7.7ha, 
18%

⻨, 
18.4ha, 

43%

キャベツ, 
2.8ha, 

6%

玉ねぎ, 
1.4ha, 

3%

白菜, 
0.4ha, 

1% 高菜, 
0.3ha, 

1%



参考① 淡水（アオ）取水
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潮汐作⽤により海⽔に押し上げられた筑後川の淡⽔（アオ）を取⽔すること
→潮位 塩分濃度     限   時間  取⽔     

※図  筑後川下流事業 
あゆみ」より引⽤



参考② 〔H20 R元 12 年〕配水量及 6/1 20間 降⾬量
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